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平成２９年度シラバス（船用機関）
学番 ７８ 新潟県立海洋高等学校

教科（科目） 水産（船用機関） 単位数 ２ 単位 学年（コース） ３ 学年（海洋技術コース）

使用教科書 船用機関 １、船用機関２ （文部科学省）
副教材等 なし

１．学習目標
船舶の運航に必要な機関の運転や保安に関する知識と技術を総合的に習得させ、船舶を安全かつ効率的に運航、管

理できる能力と態度を育てることをねらいとしている。

２．指導の重点

①基礎的な内容に重点を置き、実験実習を通して、具体的に理解を深めるよう留意して指導する。

、 、 、 。②実習船 パソコンによるシュミレーション 模型等による実際的 体験的実習を通して理解を深めるよう指導する
③船舶のみならず、陸舶用機関・機械の現状を考慮し、学科の特色や生徒の進路希望に応じて取り扱わない部分も

留意してバランスのとれた内容で指導する。

３．学習計画

月 単元名 教材 学習活動（指導内容） 時間 評価方法

４ １．熱機関の概要 ・沿革 ・熱機関の定義、種類と沿革、熱力学の基礎 定期考査

５ （ 日航海実習） ・各種機関の比較 を含む熱機関の基礎的事項を理解させる。 １０ 授業の取組30
２．内燃機関 ・現状と環境問題
構造 ・熱機関の基礎

６ ・内燃機関の原理・作動 ・内燃機関のうち、主に利用されているデイ

７ ・分類 ーゼル機関を取り上げ、その作動原理、構 １０
・構造と付属装置 造、性能および取扱いに関する知識と技術

について模型、シュミレーションや実験実

期末考査 習を通して習得させる。
９ 性能 ・燃焼と性能 ・ １６ 定期考査

中間考査 授業の取組10

ガソリン機関 ・燃料供給装置、点火、 ・ガソリン機関の基礎、基本についても模型 定期考査11
期末考査 始動装置 や実験実習で理解させる。 ８ 授業の取組12

１ ３．推進装置 ・軸系 ・プロペラ軸等の軸系の構成、推進装置や軸 ６
・プロペラ 系の事故などを取り上げ、推進装置に関す

・操船装置 る基本的な知識と技術を習得させる。

・速度と経済性
４．燃料と潤滑剤 ・燃料 ・燃料についてはその種類と性質、添加物、 ６

・潤滑剤 選択の基準等について取り上げ、潤滑油に

、 、 、ついては その種類及び性質 選択の基準
潤滑性能劣化の判定、添加物及び潤滑油再

生装置について取り上げ、燃料と潤滑油に

２ 関する基本的な知識と技術を習得させる。
・補機については、各種ポンプ、甲板機械や

５．補機 ・原理と性能 漁業機械等の油圧装置、造水装置、油水分 ８

ポンプ ・分類 離装置等の環境汚染防止装置、各種配管や
油圧装置 制御装置により作動している補機の原理、

構造、作動及び取扱い法や遠隔操縦装置等

学年末考査 に関する知識と技術を習得させる。
（ ）計６４時間 ５５分授業

４ 課題・提出物等
○各単元ごとにワークシートや課題レポートの提出を指示することがあります。
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５．評価規準と評価方法

評価は次の４観点から行います。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解
船用機関・補機の構造 原理、構造、性能について 分解・組立や実験・演習 熱機関・補機の構造や性能、、

性能また船舶の仕組みに 思考を深め、自らの疑問や与 課題また排ガスの浄化、地 船の仕組みを理解し、機関の排

関心を持ち、基本的な知 えられた課題について適切に 球環境の課題や展望につい 気ガス公害や船舶の地球環境汚
識の習得に意欲的に取組 判断し、課題を導き出すこと てレポートに工夫してまと 染について基礎的な知識を理解

もうとしている。 ができる。 めることができる。 している。

以上の観点を踏まえ
○授業への取組状況（態度、出席状況、学習参加状況など）

○課題、ノート、レポートなどの提出物。

○小テスト
○定期考査

○自己評価

などから、総合的に判断します。

６．担当者からの一言

座学だけではなく実習も行います。実習では、原動機の分解組み立て実習がありますので興味をもって取り組んで
下さい。 原動機に関する基礎的・基本的な技術を身につけ、現代社会における工業の意義や役割を理解している。

（担当：平田 寛）


